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＜＜＜＜やどりきやどりきやどりきやどりき水源林水源林水源林水源林のつどいのつどいのつどいのつどい＞盛大盛大盛大盛大にににに開催開催開催開催！！！！！！！！    

            

ＮＰＯ法人かながわ森林インストラクターの会 http://www.forest-kanagawa.jp   発行人 島岡 功 

〒243－0014 厚木市旭町 1 丁目８－１４・グリーン会館 ＴＥＬ046－280－4101・ＦＡＸ046－280－4102 

２０１０２０１０２０１０２０１０年年年年９９９９月号月号月号月号    

ＮＯＮＯＮＯＮＯ....２９２９２９２９（継続１７４） 

担当理事担当理事担当理事担当理事        森本森本森本森本    正信正信正信正信    

平成 22年 8 月 21 日（土）、恒例の標記イベントが開

催されましたので、概要を報告します。 

主催主催主催主催：：：：県民県民県民県民とのとのとのとの協働協働協働協働によるによるによるによる森林森林森林森林づくりづくりづくりづくり実行委員会実行委員会実行委員会実行委員会    

    財）かながわトラストみどり財団・神奈川県・神奈川県 

 森林組合連合会・神奈川県木材業協同組合連合会・神奈

川県森林協会・神奈川県山林種苗協同組合・神奈川県林

業協会・NPO 法人かながわ森林インストラクターの会 

共催共催共催共催：：：：松田町松田町松田町松田町    

協賛協賛協賛協賛：：：：神奈川県内広域水道企業神奈川県内広域水道企業神奈川県内広域水道企業神奈川県内広域水道企業団団団団    

    

開催時期が従来の１０月中旬から夏場に変更となっ

たが、２１５名が参加。夏休み中の子供の割合が高

かったようだ。午前中は水源林トレッキング（林道・

自然観察コース）と水生生物観察コースで、やどり

きの山滴る夏を満喫。 

 
午後は、式典や森のコンサートのあと、交流会の新企画として、大ビンゴ大会を採用。県・全国植樹祭推

進課と当実行委員会事務局のかながわトラストみどり財団より、景品を大量に拠出していただいた。なお、

本会からはヒノキの杖を提供。景品数が多かったこともあり大いに盛り上がった。次回、パートナー先へ景

品ご提供の声かけを拡げていきたい。 

 

広場での新展開コーナーとして、地元の野菜・足柄茶販売や、緑の募金コーナーも新設。 

今年のつどいのコンセプトは、全員でおもてなしとした。総合司会に女性２名を充てる等、運営面など

でだいぶ洗練されてきた感はある。後日、アンケート結果などでこの評価反省をしたい。来年度は、よ

り多くの水源の森林づくりにご理解のある皆さまにお会いしたい。 

 

写真：伊藤恭造氏/広報部 鈴木 

家族家族家族家族そろってそろってそろってそろって丸太切丸太切丸太切丸太切りりりり体験中体験中体験中体験中でででで～～～～すすすす。。。。    

フレッシュフレッシュフレッシュフレッシュなななな地場地場地場地場野菜野菜野菜野菜をををを、、、、どっさりどっさりどっさりどっさり！！！！    

結構結構結構結構なおなおなおなお手前手前手前手前ですですですです。。。。野点野点野点野点コーナーコーナーコーナーコーナー    
水源林水源林水源林水源林トレッキングトレッキングトレッキングトレッキング////水生生物観察水生生物観察水生生物観察水生生物観察    
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広葉樹の苗木が光を受け、爽やかな風吹き渡る成長の森 

～～ やどりきやどりきやどりきやどりき水源林内水源林内水源林内水源林内    『『『『成長成長成長成長のののの森森森森』』』』    下刈下刈下刈下刈りりりり作業完了報告作業完了報告作業完了報告作業完了報告    ～～ 

昨年に引き続き「成長の森」の下刈りを実施、予定期限内に完了しましたのでご報告いたします。 

 

 「成長の森」とは『『『『♪赤ちゃんと、ともにはぐくむ森づくり♪ 赤ちゃんが生まれたご家族を参加者

とし、赤ちゃんの誕生を記念し、その健やかな成長と苗木の成長を重ね合わせ、いつまでも愛着を持って親

しんでいただける「成長の森」をつくり、森林の様々な恵みを次の世代へ引き継いでいくこと』』』』（神奈川県

のホームページより）を目的として神奈川県が平成 19年度からやどりき水源林内に開設した事業です。 

 

平成 19 年度、20 年度、21 年度のそれぞれの「成長の森」があり、合計 24 区画、面積 1,240 平方メートル

（1 区画平均 515 平米）、植栽本数 7,930 本（1 区画平均 330 本）となっています。 

 

 

森林部会部会長森林部会部会長森林部会部会長森林部会部会長    浦野浦野浦野浦野    稔稔稔稔    

作業中で～す。21年度 1番 

神奈川県による平成 22 年度水源林委託業務（成長の森 下

刈り）として松田町森林組合から受注したのはこの全 24 区画

が対象です。8月 10 日から 8月 24 日までの 7 日間、参加者 46

名、延べ動員数 93 人という多数の当会会員により実施しまし

た。昨年は 7月の実施に対し今年は 1 ヶ月遅れの作業となった

ために草の勢いや暑さが最高潮の時期になったことから作業

には大変厳しい状況でした。加えて蜂（主にホソアシナガバチ）

の活動期であったために注意しつつも毎回数人刺される被害

を受けました。私も含め後日病院で治療を受ける者もありまし

たが予想以上に攻撃的な蜂のようです。ポイズン・リムーバー

の効果が実感できた人も多かったようです。 

 

「成長の森」巡回事業において、春先から初夏に掛けての巡回時に日を追って生長する草、対して

肝心の植栽された苗木は小さく、か弱く見え、そのうちに草に埋もれているという状況が毎週の報

告に載るようになってやきもきしていたのは私だけではなかったと思います。ようやく今、苗木が

光を受け、爽やかな風の吹き渡る中、成長の森見学者ともども成長を見守ることができるようにな

りました。事務局・やどりき部会・森林部会を代表してお礼申し上げます。会員の皆様へ参加を呼

びかけ続け、うるさく感じた方も多かったかもしれませんが、成果と引き換えにご容赦を願います。 

 

 

作業前 19 年度 13 番 

作業 11 日後の様子 19 年度 13 番 

 

左の写真と同一場所・少し高い位置からの撮影 
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新城小学校・ビオトープ作りについて  

                            松崎 龍之介＜5 期＞    

先般、標記川崎市立新城小学校において、学校ビオトープについての講義を行いました。その内容をお

話したいと思います。 

本年 2 月、川崎市公園緑地協会を通じ川崎市立新城小学校より同校にビオトープを作る構想があるので

生徒たちにビオトープについての講義をして欲しいとの依頼を受けた。3月 10 日に同校に出向き、小島

校長、中越教頭と面談、同校のビオトープ構想の全体像および、生徒へどんな内容の講義をするかなど第

1 回目の打ち合わせを行った。 

両先生の話では、ビオトープ構想の全体像はまだはっきりとしたものがあるのではなく、隣接している

保育園が廃止になるので、その跡地にビオトープを作りたいとのこと。学校の希望としては、既にある循

環式の池や小さな水田も活用し、新しく植物の教材園も作りたいとのこと。ビオトープの規模や設立費用、

予算の裏づけなどはまだ未定。すべてこれからスタートとのことであった。 

生徒への講義内容については、そもそもビオトープとは何か? 自然や環境との関係など本質的で初歩

的なことを教えて欲しいということで、1 学年から 6学年まで全員に、講義時間は各学年とも 2時限 90

分でとのことだった。 

その後、電話で何回か打ち合わせ、講義のスタートは 6月に入ってからとのこと、講義の内容案を事前

にまとめることなどを取り決めた。 

当方では講義の内容案を作成、6月 14日に提出した。提出案の内容は、「ビオトープとは、学校ビオ

トープとは、学校ビオトープの作り方、学校ビオトープの維持・管理の仕方、そして 1、2年生用、3、4

年生用、5、6年生用の講義のレジメ」などである。ボリュームは A4で 12 ページにわたるものとなった。 

生徒への講義は 6月 21日を皮切りに、25日、28 日、7月 2 日、5日、9日と、計 6回実施した。各学

年とも 4 クラスで約 100 名～120 名をいっぺんにまとめての授業だった。小学生なので 90分の講義など

持つはずもないことがわかっていたので 30分の講義 45 分の校庭観察(生き物探し)そして 15 分のまとめ

という構成にした。話すテーマは一緒でも学年によって理解力が違うので特に低学年への講義は工夫が必

要で、こちらにとってもとても勉強になった授業であった。 

7月 9日、すべての授業を終え、中越教頭と面談、同校の今後のスケジュールを聞かせてもらった。夏

休み以降、全教師で話し合い、学校ビオトープ作り前進の方向で臨むとのことだった。こちらも「要請が

あり、時間が取れればこれからも協力する」旨伝えました。 

 

 

    

   
新城小学校正門 校舎 
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        4444～～～～5555 年生体験学習年生体験学習年生体験学習年生体験学習（（（（横浜市立釜利谷西横浜市立釜利谷西横浜市立釜利谷西横浜市立釜利谷西小学校小学校小学校小学校））））    

日 7月 19 日（日）10時半～11 時半 

場 足柄森林公園 丸太の森 

参 116 名（4年 2クラス 58 名・5 年２クラス５８名 

      大人 14 名） 

財 永島、古舘、 

イ Ｌ渡部⑦、渡辺③、増子③、出口④、横山⑤、 

   野田⑧、飯澤⑨、海野⑩、酒井⑩、杉崎⑩、 

   松山⑩、上宮田⑪、 

 7 月に入って異常な猛暑が続く中、この日も例外でな 

く、普段は涼やかな南足柄の森も今までにない気温の 

高さになった。 

 予定より 30分遅れで 4・5 年生 116 名が汗だくで 

到着。丸太の森「ケヤキの広場」に集まり子供達の 

代表によるドキドキの挨拶から始まり、インストラク

ター12 名の紹介を頂き、こちらもドキドキの時間がス 

タート致しました。 

 しかし、森の中に一歩足を踏み入れるや「先生！こ

れ何？クモはいる？虫はいる？」駆け出しのインスト

ラクターに否応のない質問を浴びせながら、その答え

に大きな期待が集まりたちまち目が輝きだす。森に 

入ると 何だか良い気持ちになるから不思議よね

～！？すると「何か良い空気が一杯あるよね！」と返

事が返ってきた。いいぞ、いいぞ～ その何だか良い

気持ちの感覚大切よね～！ 

 花イカダ・ヤブラン・ヤブレガサの妙なコブ（虫こ

ぶ）の不思議。椿の葉をじっくり観察するグループ、

そしてその感動！！針葉樹と広葉樹の違い、森の中の 

水（雨）の役割など・・・。 

 この日のタイトル「森林の機能や動植物の生態」 

「森林と人とのかかわり」などをしっかり学び飽くこ

とのないあっと言う間の 1 時間、子供たちの目は既に 

未来への輝きで充ち満ちていた。 

              （記 11 期 上宮田） 

県立学校新採用教員研修県立学校新採用教員研修県立学校新採用教員研修県立学校新採用教員研修（（（（そのそのそのその一一一一））））    

日 7月 23 日（金）9 時～12時 

場 愛川ふれあいの村 

参 自然観察：43 名、クラフト：45 名 

財 古舘、 

イ Ｌ塩谷⑦、落合③、島岡③、渡辺③、高崎④、 

   鈴木➅、武川➅、伊藤⑦、 

４月から教壇に立った県立高校、養護学校の新任研

修で、自然観察で６班、クラフトで２班をそれぞれが

分担した。観察路に入り、森の生態系、構成する植物

やキノコなど現物を見ながらその役割など説明しなが

ら森の中を散策。先生らしく？全体的に良く聞いてそ

の都度質問も出ていた。観察路を一周し、園内に戻り

ヤマビルのチェック、一人の足元から丸丸と太ったの

がポトリと落ちた。塩水をかけるとドバッと一気に血

を吐き出した為、しばらくヒル談議。 

落ち着いた所で木陰に入り、全体的な補足説明と質問

や感想などを述べてもらった。 

 

活動短信 
７７７７/19/19/19/19～～～～８８８８/11/11/11/11    

クラフト班は、落合さん、伊藤さんの指導で、園内

で観察を兼ね「書けない鉛筆」の材料集めを行い、

教室では一人２作品を楽しく作った。 

              （記 7期 塩谷） 

                    県民参加県民参加県民参加県民参加のののの森林森林森林森林づくりづくりづくりづくり 

日 7 月 24 日（土）晴れ 9 時 10分～13 時半 

場 南足柄市塚原（南足柄市県行造林） 

参 71 名 

財 豊丸、永島、 看 青木 

イ Ｌ園田⑨、北村➅、小野⑦、松田⑦、有坂⑧、 

  松村俊⑧、石田順⑨、女川⑨、高橋⑨、村井⑨ 

  波多野⑨、研 川森⑪、岸⑪、徳岡⑪、松永⑪ 

連日の猛暑が続く激しい暑さの中、県民参加の森

林づくり南足柄市塚原下刈が実施された。事前申し

込み者７９名に対しての参加者は７１名で、暑さに

よる欠席者が多いのでは？と思われたが、県民の森

林づくりへ意識の高さからか、出席率は良好だった。 

当日は作業開始前に気温は既に３０℃を超え、過

酷な作業環境となる事が予想された。 

そのため作業前のオリエンテーションでは、熱中症

対策として①休憩、水分は十分に摂ること②無理せ

ず自分のペースで作業すること③気分が悪くなった

らインストラクターに速やかに伝えることを強調

し、作業中は各インストラクターが、休憩及び水分

摂取の声掛けをこまめに行い熱中症防止に努めた。 

作業終了後の森林ミニ講座は“ちょっきりの国”

で、参加者はチョッキリ（虫）の話しに熱心に聞き

入っていた。斜度の急な一部の場所は刈りきれなか

ったが、事故や怪我、熱中症の発生も無く無事に作

業は終了した。      （記 9 期 波多野） 

水生生物観察会水生生物観察会水生生物観察会水生生物観察会＆＆＆＆木工作木工作木工作木工作りりりり    

日 7月 24 日（土）晴れ 10 時～13 時 

場 やどりき水源林集会棟 

参 日立電子サービス株式会社（日立電サさん） 

  大人 35 名、子供 30 名 

県 （自環保・水源の森推進課）金子、内田、 

イ Ｌ山崎⑦、横山⑤、中島⑨、山下⑪、 

 朝から猛暑の中、やどりきゲート前で県の内田さ

んが待っておりました。有難うございます。東名で

事故があったそうで心配しましたが、県の金子さん

もクラフト担当の 2 名もすでに受付前で準備中でし

た。参加者は日立電サさんの社員とその家族。 

 1班・水生生物の観察 2班・木工トトロづくり 

活動開始直前に沢ガニが参上。子供たちが関心を高

めておりました。リーダーの挨拶、注意事項で始ま

り、水生生物観察会と木工作り、2班で約 1 時間交代

で行いました。水生生物も多く観察を行う事が出来 

大人も子供も大喜びでした。中でも“カジカガエル” 

が観察でき、子供さんから大きな声が響いていまし

た。木工作りも何事もなく楽しく過ごせたと思いま

す。暑い日でありましたが、両方の体験ができて良

かったと思います。又、やどりき水源林の良さ、水

源林の大切さを感じてくれたと思います。最後にそ

の他で協力して頂いた方々ご苦労様でした。心から

感謝します。         （記 5 期 横山） 
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    日揮日揮日揮日揮パートナーパートナーパートナーパートナー林活動林活動林活動林活動    水生生物水生生物水生生物水生生物のののの観察観察観察観察    

日 7月 24 日（土）晴れ 12 時～15 時 

場 やどりき水源林 

参 日揮株式会社 10 名（内子供 4 名） 

県 （自環保・水源の森推進課）金子、内田、 

イ 宮本④、 

今回の水生生物採集・観察では去る６月１３日、や

どりき案内人班活動で行った調査活動結果の応用を試

みた。即ち、林道コースを自然観察しながら成長の森

入り口、寄沢・水棚沢合流点広場付近での採集・観察

である。広場にて昼食後、寄沢・水棚沢合流点まで用

具を携帯して、林道コースを自然観察しながら徒歩で

移動した。 

予想通り、多様な水生生物が多く採集され、子供た

ちやその父兄の方々にも楽しんでいただけたと思う。

林道コースから山林に入る歩道の傾斜地はロープが張

られ、安全性も確保されており、また、広場は景観も

よく昼食にも適しているので、今後、林道自然観察⇔

水生生物採集・観察コースを大いに活用していただき

たいと思っている。      （記 4 期 宮本） 

 

                森林森林森林森林レクリェーションレクリェーションレクリェーションレクリェーションとととと飯飯飯飯ごうごうごうごう炊飯炊飯炊飯炊飯 

日 7 月 28 日（水）晴れ 

場 小田原市いこいの森 

参 小田原市森林組合募集の親子 18 名 

     （子供 12 名・母親 6名） 

スタッフ 小田原市森林組合 佐藤他 1 名 

イ Ｌ武者⑦、落合③、山崎⑦、渡部⑦、 

 

 小田原市森林組合が［いこいの森］で毎年実施 

しているプログラムの一つで、今回は自然観察、 

飯ごう炊飯、丸太切りの内容だった。計画では定 

員 35 名で募集したが、小田原市広報紙に掲載が 

間に合わなかったとかで、参加者が少なかった。当日

は、参加者 18 名の親子を 3班に分けて自然観察に出発

したが、子どもの関心は専ら“虫取り“にあり、母親

達の自然観察会の感がした。 

昼食は自分達で飯ごうを使ってご飯を炊いた。 

殆どの参加者が初めての経験でありインストラクター

も手伝ったが、様々なご飯が炊けて主催者が用意した

カレーで賑やかに「カレーライス」をご飯が無くなる

までたいらげた。午後からは、コースを替えて自然観

察をしながら“丸太切り”会場へ移動してヒノキの間

伐材を使って、コースター作りに挑戦した。鋸も上手

く使えるようになり、一人で 4～5枚も切った子も 

いた。盛沢山の内容だったが午後 3時に無事終了 

して、参加者全員が満足して「また、来たい」と 

の感想を残して帰って行った。 

             （記 7 期 渡部） 

箱根箱根箱根箱根・・・・湯坂路湯坂路湯坂路湯坂路ののののオオオオオハンゴンソウオハンゴンソウオハンゴンソウオハンゴンソウ駆除駆除駆除駆除    

日 7月 28 日（水）晴れ 10 時～14 時半 

場 湯坂路入り口～鷹巣山稜線 

参 箱根町ボランティアとして、小野⑦ 

  県・自然公園指導員として、村井⑨、 

 

自然環境保全センター箱根出張所・辻本氏他 10 名 

 今年第 1 回目の外来植物“オオハンゴンソウ”の 

駆除が行われた。元々は園芸種として輸入されたも

のが、寒冷地を中心にはびこり太い根で日本古来の

植物の生育を妨げている。花はキクイモに似ていて 

綺麗だが、食用に適さない。午前 1480株、午後 1335

株、駆除した。何回も同じ所で駆除することにより、 

太い根も小さくなって、やがては姿を消すことでし

ょう。           （記 9期 村井） 

 

県立学校新採用教員研修県立学校新採用教員研修県立学校新採用教員研修県立学校新採用教員研修（（（（そのそのそのそのニニニニ））））    

日 7月 30 日（金）9 時～12時 

場 愛川ふれあいの村 

参 自然観察：32 名、クラフト：43 名 

財 豊丸 

イ Ｌ塩谷⑦、島岡③、渡辺③、高橋③、宮本④、 

   高崎④、 

 当日は早朝から雷や雨で心配したが、スタート時

には上がり自然観察は当初計画を一部変更して行な

った。自然観察で４班、クラフトで２班を分担した。 

観察路は雨で滑りやすく、ヒルも多いので観察に集

中出来ず、コースを途中まで歩いて森の雰囲気を味

わったところで、コースを外れ園内に戻った。 

園内で、それぞれの班毎に充分な時間を使い、ベン

チに座って話をしたり、園内の樹木や草花を観察し

て廻り、参加者から質問や感想など述べて貰った事

で、ある程度の共通認識を持つ事が出来たのではな

いかと思う。クラフト班は、高橋さん、高崎さんの

指導で「書けない鉛筆」を一人２作品作った。 

＊急遽予定変更があってもあわてずに対処出来る

様、日頃からの準備が大切である。（記 7 期 塩谷） 

 

 神奈川県法人会連合会神奈川県法人会連合会神奈川県法人会連合会神奈川県法人会連合会「「「「法人会法人会法人会法人会のののの森森森森」」」」下刈下刈下刈下刈りりりり    

日 7月 31 日（土）8時 45分～13時 10分 曇り 

場 秦野市寺山（ヤビツ峠）法人会の森 

参 法人会会員 約 340 名 

県 （自環保・水源の森推進課）内田 看 青木 

イ Ｌ佐藤⑤、森本⑤、横山⑤、鈴木⑤、山崎⑦、 

   有坂⑧、久保⑧、斉藤⑧、佐藤⑧、内野⑨、 

   村井⑨、後藤⑩、宮下⑩、一重⑪、大塚⑪、 

   福島⑪、松永⑪、松本⑪、 

 11 年目を迎えた「法人会の森」、恒例の下刈り 

作業が実施された。猛暑の続く昨日までに比べ当 

日は曇り空で熱中症の心配は若干和らいだ。ヤマ 

ビルの活動は旺盛で、主催者側が準備したガムテ 

ープをズボンの裾に巻いた対策では、小さなヒル 

が僅かな隙間に潜り込んでいるケースがかなり発 

見されたが、ヒル被害は意外と少なかった。 

大きな鎌は始めてという人は全体の 1/4程度、 

手馴れた方が結構多くおよそ 1 時間で作業は無事故

で完了。今回、主催者側が区割りロープを張る 

など事前準備も入念にしてくれたものの、作業環境

や場所の遠近などの違いで全員が戻るまでに若干時

間差が大きくなったが、帰りのバスは予定時刻に 
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出発することが出来た。 

大勢での作業だが参加の皆さん方にはそれぞれ 

達成感を得られたものと感じています。 

             （記 5 期 佐藤） 

森林森林森林森林づくりづくりづくりづくり体験講座体験講座体験講座体験講座・・・・やどりきやどりきやどりきやどりき渓畔林下刈渓畔林下刈渓畔林下刈渓畔林下刈りりりり 

日 7 月 31 日（土）晴れ 9 時半～11 時半 

場 やどりき水源林 

参 一般募集 20 名（男性 11 名・女性 9 名） 

財 高橋課長、鳥海、 看 廣島 

イ Ｌ浦野⑧、大道➅、須長➅、永野➅、黒澤⑧、 

   松村晴⑧、 研 柴⑪、真貝⑪ 

 やどりき大橋上流両岸に渓畔林を目指した面積合

計 0.18ha、Ｈ20 年広葉樹植栽地の下刈り。寄沢を挟

んで二手に分かれての作業となる。大橋利用で右岸

に渡るが、帰途は希望者は寄沢を渡渉した。風もな

くすぐに汗が吹き出る中だったが想定より若干早目

の 2 時間弱で作業は完了。早めの昼食後に予定した

林道コースを 1 時間、班別に案内する。沢沿いに吹

き始めた風が心地良く参加者も楽しめたようです。

残念ながら軽い熱中症 1 名、ハチ刺され 1 名、虫刺

され 2 名、いずれも軽度でしたが今後の反省としま

す。           （記 8 期 浦野） 

 

第第第第 7777 回回回回    自然体験自然体験自然体験自然体験ツアーツアーツアーツアー    

        ““““たたきたたきたたきたたき網網網網をををを持持持持ってってってって、、、、草草草草むらでむらでむらでむらで昆虫昆虫昆虫昆虫をををを探探探探そうそうそうそう②②②②””””    

日 7月 31 日（土）10時～15時 

場 県立 21 世紀の森 

参 30 名（大人 13名、小学生 15名、幼児 2 名） 

ＡＧＳ 布施（あっきーさん）、木津、 

イ 金森⑩、 

 この夏２回開催の第２回目、夏休みに入り早朝か

ら大渋滞、到着が遅れた参加者も午前中にはたたき

網を無事完成させる。グリーンサービススタッフの

入念な準備でスムーズに進行した。小刀を初めて使

う子供が多かったが基本から教えたので貴重な体験

になったようだ。午後は、たたき網（布）に落ちた

小さな虫をレンズ付カップで観察する。前日雨だっ

たせいか様々な昆虫が見られた。しかし、最もイン

パクトがあったのは、目の前に現れたマムシ、子供

たちは危ないもの怖いものが大好き。怪我や熱中症

もなく感想は上々。     （記 10 期 金森） 

 

コカコカコカコカ・・・・コーラコーラコーラコーラ『『『『水源地域水源地域水源地域水源地域をををを訪訪訪訪ねるねるねるねる体験学習体験学習体験学習体験学習』』』』 

日 8 月 1日（日）晴れ 10 時～15 時 

場 宮が瀬湖畔・昆虫の森 

参 一般公募の親子 92 名（大人 42名・子供 50 名） 

イ Ｌ相馬⑤、渡辺③、横山⑤、大澤⑩、一重⑪、 

 リーダー提案による現場事前確認の為、インスト

ラクター5名全員 1時間前に宮ｹ瀬湖畔着。 

 現場林内に入ったとたん、全員の顔にとまどいの

色。“下草刈り・枝打ち”と銘打たれているのに、刈

るべき下草は無い、打つべき枝も無い樹高 10 メート

ルほどの落葉広葉樹林。その後、リーダーが主催者

側担当と打ち合わせ。100 名の親子が３グループに分

かれ、・自然観察 ・カヌー教室 ・森林保全の 

三つのテーマを順番に体験するというもの。我々の

担当する森林保全学習（下刈り・枝打）も各グルー

プ１時間で納めて欲しいとのこと。 

作業の意義・道具の使い方の説明をしつつ、導入

路に茂るススキを刈り、数少ない枝を探しながら枝

打ち体験をしてもらう。その程度でも、本日の“主

賓”の小学生たちは満足の様子、ホッとする。 

炎暑の中、一人の怪我も脱落もなく、皆、元気い

っぱい一日の“体験”を楽しんでいた。 

            （記 10 期 大澤） 

「「「「知知知知ろうろうろうろう！！！！神奈川神奈川神奈川神奈川のののの自然自然自然自然    アサヒビールアサヒビールアサヒビールアサヒビール    

                                                神奈川工場神奈川工場神奈川工場神奈川工場バスツアーバスツアーバスツアーバスツアー」」」」    

日 ７月２５日（日） 

場 県立２１世紀の森 

参 ＴＶ神奈川・アサヒビール企画招待者 80 名 

スタッフ テレビ神奈川取材班、神奈川新聞社担当 

     アサヒビール担当者、2 

     21 世紀の森スタッフ、 

イ Ｌ竹島③、森本⑤、山崎⑦、 

 恒例となった２１世紀の森をフィールドにしたこ

の企画。今年前半の企画が７月２５日に開催された。

午前中の限られた時間ではあったが、アサヒビール

の森の間伐材を利用しての絵馬作りコンテスト、そ

して森林散策。水源の森の話、酒匂川の水の行方の

話を交えて３名のインストラクターが森を案内す

る。猛暑の中で林内の爽やかさを体感してもらう。

ゴール地点に用意された２１世紀の森の湧水で喉を

潤す。午後からの楽しみもあって参加者の表情は明

るい。           （記 3期 竹島） 

「「「「森森森森のののの下下下下にににに何何何何がががが見見見見えますかえますかえますかえますかＰＰＰＰart14art14art14art14    下草刈下草刈下草刈下草刈りりりり」」」」    

日 8月 3日（火）10 時～12時 

場 秦野市寺山 ヤビツの森 

参 自治労神奈川県本部 36 名 

財 永島、 看 青木 

イ Ｌ小野⑦、村井⑨、海野⑩、小笠原⑩、松本⑪ 

 下界での連日の猛暑から作業は大変だろうなと思

っていましたが、761ｍ超えのヤビツの森（まだ森に

はなってはいませんが）は、曇りで更に谷からの風

もあり、自治労の皆さんもたくさん汗をかいていま

したが、心地良いと言っていました。いつもですと

ヤビツの森へは舗装道路からゲートを抜け森の下の

広場にいきますが、この日は菩提峠方面へ向かうオ

フィシャルなハイキングルート（ヤビツ峠駐車場の

目の前の小さな山）を通り広場に行きました。この

時も下から心地よい谷風が吹いていました。作業場

に向かう途中、各インストラクターが森や植物等の

ミニ観察会等を行ないました。今回参加された方は

年齢も４０歳代前後で様々な現場を知っている方が

多く作業もスピーディーでしたが、作業時間が一時

間と短くもっとやりたいといった表情の方が多く終

了の合図をしても名残惜しそうにしていました。こ

の日は坪刈りでしたが鎌は中鎌、大鎌の使用なので

急斜面でもあり大変そうでしたまた、山ビル対策も

ガムテープ等でしっかりされていましたが、それで

も血に飢えた蛭さんはわずかな靴の隙間から 
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入りこんでおいしい血（？）をいただいていました。こ

れにも自治労の皆さん方は興味津々で蛭と駆除の仕方を

熱心に観察されていました。大変にテキパキとしたバイタ

リティーのある方々でした。作業終了後自治労の皆さんは

ＳＰＡ（温泉）で汗を流して昼食、ミーティングというコ

ース設定に向かわれました。   （記 11 期 松本） 

県民参加県民参加県民参加県民参加のののの森林森林森林森林づくりづくりづくりづくり    

日 8月 7日（土）晴れ 9 時 40分～12 時 15分 

場 山北町谷峨 

参 18 名 

財 永島、豊丸、  看 青木 

イ Ｌ石田順⑨、井出①、佐藤①、友谷①、国分③、 

   木元④、飯澤⑨、内野⑨、村井⑨、中田⑩、宮下⑩、 

 研 福島⑪、湯浅⑪、吉田⑪、 

 参加募集定員１００名のところ応募２５名、そして当日

は晴天にもかかわらず、１８名だけの参加となった。応募

数が少ないため、下見時に作業予定地を縮小してテープを

張った４区画に、インストラクターも加わりながらの下刈

りを行った。 

 周囲の草が大きく生い茂り、タラノキなどの有刺植物も

多い中、一生懸命作業を行ってくれたおかげで、用意した

４区画を終わらせ、周辺の草も刈った。 

 草丈が高かったため、大半は中鎌で作業をしてもらっ

た。また、植林木（２年生のクヌギ、コナラ）の多くには

つるが巻きついており、手間のかかる作業だった。 

 木陰がなく、30℃を超える暑さの中がんばったこともあ

って、途中１名女性参加者に、軽い熱中症と見られる症状

が出てしまった。しかし本人から、「少しめまいがする」

と早めに報告してもらったことですぐに青木看護師のも

と休憩をとってもらったため、無事回復された。 

作業地を少し登った場所の尾根筋に木陰があり、一堂そこ

で昼食をとった。その後、世界と日本、神奈川県と山北町

に関する森林のクイズを行ったが、皆よく参加してくれ

た。なお、作業地を提供された山北町森林組合からは、作

業前に参加者に飲み物（足柄茶）も提供された。 

 今回は、バスで現地まで案内されるのではなく、運行本

数の少ない御殿場線沿線ということで、参加者が少なかっ

たものと思われるが、駅から徒歩１０分弱の場所で眺望も

よく、事前の広報のしかたによっては、もう少し参加者が

得られたのではないかと思われた。（記 9期 石田） 

                横浜横浜横浜横浜トヨペットトヨペットトヨペットトヨペット間伐体験間伐体験間伐体験間伐体験 

日 8 月 10 日（火）曇り 10 時～12 時半 

場 やどりき水源林 

参 横浜トヨペット労働組合 10 名（大人 8 名・子供 2 名） 

県 （自環保・水源の森推進課）小司 

イ Ｌ戸谷➅、竹島③、 

 集合時間は 10 時でしたが、遅れてくる車が多く全員が

集まったのは 10 時 30分頃となる。 

日本の森の現状や森林整備の方法と注意事項を説明し、参

加者を 2グループに分け、装備や身支度を整えて間伐体験

場所の“そよ風の森”へ入った。 

参加者は中堅社員と若手の方たちなので体力は十分。 伐

倒方向を決めてロープを張り、受け口を切り始めると闘争

心がむき出しだとなり、瞬く間に受け口が切り取られてし

まった。 

安全の再確認を兼ねて一息入れ、慎重に追い口

を切り進めて予定通りの方向へ枝掛も無く伐倒。 

木が倒れた時の地響きで驚きの声と興奮の叫びが

湧き上がりました。 最後に、倒木の枝払いと玉

切りを行って林内を整理をして間伐体験を終了し

ました。子供たちは、当初、急斜面の登りと斜面

での作業に腰が引けていましたが、枝払いを終え

た時は斜面を制覇したかの如くのルンルン気分。

皆さん怪我も無く無事に終える事が出来ました。 

             （記 6 期 戸谷） 

 

  

 

 

 

 

    森林森林森林森林づくりづくりづくりづくり体験講座体験講座体験講座体験講座ＣＣＣＣ    

日 8月 11 日（水）曇り 

場 山北町・大野山山頂、 

参 高校生 15名＋教師 1 名 

講師 （有）川又林業社員 前田裕司氏（11 期） 

財 鳥海、永島、 看 小林 

イ Ｌ伊藤⑦、国分③、有坂⑧、清水⑧、斉藤⑧、 

   内野⑨、 研 柴⑪、 

 台風 4号の影響から、悪天候が心配されました

が、曇りという絶好の下刈り日和。 

それでもリーダーからの挨拶は熱中症に重点が置

かれたものになりました。 

体操終了後、作業の実施。今回の高校生は生涯学

習センターで環境活動に関わっていること、また

仲間同士で話しあって下刈り作業に決めたことも

あり、熱心な方ばかりでした。適宜休憩をはさみ

ながら、作業は無事終了。 

 

午後は、前田氏より神奈川県の森林と林業につい

ての講義。チェーンソーに触ったり、写真を見な

がらの講義内容に興味津々の様子。私達インスト

ラクターにとっても有意義な内容でした。 

             （記 8 期 斉藤） 
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＞＞＞＞編集後記編集後記編集後記編集後記＜         

★今年も千葉に所有する山にて５泊

６日の集中整備を行った。雨に負け

ず、間伐と経路づくりは目標通り完

了した。ここ２年で様々な動植物が

戻ってきた、一方で、草むらの蜂の

巣に気づかず刺されることはなくな

った。清々しい森に再生した。 

（金森）   

★終戦記念日、あの日の記憶と事実

を鮮明に覚える。開戦、出征兵士、

空襲、巨大爆弾（原爆）玉音放送。

戦争、人間性を奪い尊厳は無視され

た。間違いの支え合は破滅に繋がる。

開戦～戦後の歴史上最悪の10年を生

き抜いた大混乱は、忘れたくても。

齢重ねての人生とはに寂惜感慨、猛

暑避けたし。      （鈴木松） 

                         

★“春”のつぶやき「とある地域で

は、間伐材を小さく切り、防災用ホ

ースを使って、山から木材を下ろし

ます。その小さな材（未利用材や低

質材）はペレットに加工して、暖房

燃料に使います。この素敵な暖房が、

広まるといいですね！」 

★電子配信された会報、ご覧頂いて

いますか？パソコン画面で見づらい

ときは、お家プリントして、じっく

り読んでくださいね。    （森） 

★毎日の暑さのせいにして、やらな

ければいけないことは先送り、酒量

及び煙の量は増えるばかり。早く涼

しくなってくれることを祈るばかり

です。       （鈴木朗） 

★猛暑お見舞い申し上げます。 

             （村井） 

 

◇◇◇◇年間購読年間購読年間購読年間購読のおのおのおのお申申申申しししし込込込込みみみみ    

「森のなかま」年間購読をご希望の方は、

郵便局備付けの郵便振替を利用してお申

し込みください。 

郵便振替口座00230-0-2454 

かながわかながわかながわかながわ森林森林森林森林インストラクターインストラクターインストラクターインストラクターのののの会会会会宛まで購

読料年２０００円をお振込みください。

振替用紙には、必ず、住所、氏名を明記

してください。    

振替用紙到着の翌月号から１２回／１年

間お届け致します。 

（頒 価 ２００円 送料共） 

  

編集人：村井正孝 

広報部：井出恒夫（ＨＰ）、鈴木松弘、 

 原田智也 金森 厳  森本正信 

 上野潤二 森 義徳 鈴木朗 
     「春」 

ややどどりりきき水水源源林林  
ミミニニガガイイドド    訃報 

８８８８月月月月ののののトピックストピックストピックストピックス    

            

 

    

    

９９９９月月月月のののの水源林水源林水源林水源林    

 

    

                                                                      

「「「「森森森森のののの案内人案内人案内人案内人」」」」情報情報情報情報    

●実施時間：毎週土・日曜・午前 10時・

午後13時、１～2時間程度（冬季休止） 

●集 合：水源林入口ゲート前 

●内 容：森林インストラクターが自然観察 

にご案内します。森林のしくみ・手入れ

などについて説明いたします。 

参加自由、参加費無料 

＊10 人以上の団体は事前に下記までご

連絡ください。 

●問合せ：（財）かながわトラストみど

り財団 TEL:045－412-2255 

fax:045－412-2300 

● ホームページ：：http://www.ktm.or.jp 

● E-mal:midori@ktm.or.jp 

● やどりき水源林までの道順 

小田急線新松田駅または JR 御殿場線松

田駅下車、富士急湘南バス「寄（やどり

き）」行き乗車約25分。バス下車後（案

内板あり）川沿いに徒歩35分。 

寄大橋の右横が水源林ゲートです。 

 

        

    

    

    

    

    

    

 
 

◇◇◇◇森森森森のなかまのなかまのなかまのなかま原稿募集原稿募集原稿募集原稿募集◇◇◇◇    

会員・購読の皆様からの原稿を募集して

います。写真、スケッチ、活動報告など

も募集しております。 

送送送送りりりり先先先先 

＜＜＜＜①①①①    電子配信希望電子配信希望電子配信希望電子配信希望＞＞＞＞    

森森森森    義徳義徳義徳義徳    〒232-0053 

横浜市南区井土ヶ谷下町 16－3-202 

Tel/090-5433－7784Fax/＜株リコー・森

宛 045－590-1910＞ 

Mail: myforest@yha.att.ne.jp 

＜＜＜＜②②②②メールメールメールメール・・・・手書手書手書手書きききき原稿送原稿送原稿送原稿送りりりり先先先先＞＞＞＞    

【【【【本誌本誌本誌本誌】】】】村井正孝村井正孝村井正孝村井正孝    

〒226-0002 

横浜市緑区東本郷6-22-1-420 

Tel/Fax：０４５－４７６－４１１２ 

Mail： murapu60dai@yahoo.co.jp    

【【【【別別別別冊冊冊冊】】】】金森金森金森金森    厳厳厳厳    

〒227-0038 

横浜市青葉区奈良2丁目10-5 

Tel/Fax：０４５－９６１－６６９５ 

Mail：i_kanamori@morinotabibito.com  

【【【【CCCCCCCCでででで】】】】森本正信森本正信森本正信森本正信    

〒194－0001 

東京都町田市つくし野2-13-7 

Tel/Fax：０４２－７９６－６０１１ 

Mail：k-inst0981@friend.ocn.ne.jp 

原稿の締切は毎月２０日です。    

                        小田原小田原小田原小田原＊＊＊＊箱根木製品箱根木製品箱根木製品箱根木製品フェアフェアフェアフェア    ２０１０２０１０２０１０２０１０    

    

 

    

日時日時日時日時/10/22/10/22/10/22/10/22～～～～    

10/2410/2410/2410/24    10101010時時時時～～～～17171717時時時時    

会場会場会場会場////小田原小田原小田原小田原アリーナアリーナアリーナアリーナ    

小田原市中曽根小田原市中曽根小田原市中曽根小田原市中曽根２６３２６３２６３２６３    

    

タマアジサイタマアジサイタマアジサイタマアジサイがががが水源林水源林水源林水源林をををを彩彩彩彩ってますってますってますってます。。。。    

第第第第 6666 回回回回    全国全国全国全国        「「「「木木木木ののののクラフトコンペクラフトコンペクラフトコンペクラフトコンペ」」」」    

同時開催同時開催同時開催同時開催：：：：森林循環森林循環森林循環森林循環フェアフェアフェアフェア    ２０１２０１２０１２０１

小田原小田原小田原小田原・・・・箱根箱根箱根箱根のののの木製品木製品木製品木製品をはじめとするをはじめとするをはじめとするをはじめとする木木木木ののののイベンイベンイベンイベン

トトトトですですですです。。。。小田原小田原小田原小田原・・・・箱根箱根箱根箱根のののの木製品木製品木製品木製品をををを扱扱扱扱うううう木工店木工店木工店木工店（（（（５５５５

００００店舗予定店舗予定店舗予定店舗予定））））のののの販売販売販売販売などなどなどなど盛盛盛盛りだくさんりだくさんりだくさんりだくさん。。。。くわしくくわしくくわしくくわしく

はははは事務局事務局事務局事務局：：：：０４６５０４６５０４６５０４６５－－－－３２３２３２３２－－－－５２５３５２５３５２５３５２５３までまでまでまで    

11111111期期期期 認定番号認定番号認定番号認定番号ＮＯ、ＮＯ、ＮＯ、ＮＯ、３４３３４３３４３３４３    

柏木軍次様柏木軍次様柏木軍次様柏木軍次様がががが8888月月月月19191919日午後日午後日午後日午後4444時時時時12121212

分分分分、、、、病病病病のののの為為為為ごごごご逝去逝去逝去逝去されましたされましたされましたされました。。。。    

享年享年享年享年 65656565 歳歳歳歳    認定後認定後認定後認定後 9999 ヶヶヶヶ月月月月、、、、ごごごご本人本人本人本人

はははは志志志志、、、、半半半半ばにしてさぞかしばにしてさぞかしばにしてさぞかしばにしてさぞかし無念無念無念無念のののの事事事事

とととと思思思思いますいますいますいます。。。。謹謹謹謹んでおんでおんでおんでお悔悔悔悔やみやみやみやみ申申申申しししし上上上上

げますとともにげますとともにげますとともにげますとともに、、、、ごごごご冥福冥福冥福冥福をおをおをおをお祈祈祈祈りいりいりいりい

たしますたしますたしますたします。。。。        ――――合掌合掌合掌合掌――――    

色色色色々々々々なななな種種種種のののの観察観察観察観察もももも楽楽楽楽しいですよしいですよしいですよしいですよ。。。。    

ネムネムネムネムのののの種種種種ですですですです。。。。    


